





























































































































































































































新聞」 「文壇演壇」 「詩歌」 「同志の運動」 「小説」 「雑報」の計十欄から構成されていたことがわか
る。少なくとも第二十号の社説「鳴呼増税」によって発行人兼編帝人の堺利彦が軽禁鍋三ヶ月の刑
で処罰されるまで、週刊　r平民新開』というメディアは社会主義的言説だけでなく、国内や広く世





























































































































































民の見たる戦争」 「拙劣なる主戦論」 (第10号、明治37年1月17日) 「戦争と道徳」 「真に巳む可らざ
る乎」 (第11号、同年1月24H)、 「和戦を決する者」 (第13号、同年2月7日) 「戦争来」 「兵士を送
る」 「戦争の結果」 (第14号、同年2月14日) 「兵士の謬想」 「戦死者の遺族」 (第15号、同年2月21
日) 「戦争と新聞紙」 (第17号、同年3月6日)、 「戦争と小学児童」第19号、同年3月20日)、 「鳴呼

























































































































































r廿世紀之怪物帝国主剤　と「平和主義」の表象」 ( r文学j第4巻代5号、 2003年9, 10月号)を参照し
た。
19)以下r平民新剛からの引用はすべてEl立回会図書館蔵同紙マイクロフィルム版による。




22)小山Efl謙「弟の記憶に残った斎藤緑雨の半面」 (r文芸春秋j昭和4 … 10),
23)閑「シャドウワークの頚城I r窺顧老人日記」を読む」 <rs本文学　200&年月)を参照されたい。
241桧山幸夫「徴兵統計」 r近代El本の形成と日清戦争-戦争の社会史へ』 (雄山閣出版、 2001年4月、 94頁)0
斎藤緑雨と日露戦争言説-文体・メディア…ジェンダ-を挽唾として-　　33
25)木村毅「斎藤緑雨の一面-孝徳秋水との交情について-」 (r伝記j昭和11年7 J日。なお引用は神奈川近
代文学館所蔵の畜筒を定本としたr斎藤緑雨全別巻八(tL‡波書店、 2000年i n)によるC
26)たとえば「鳴呼増税」に次ぐr平民新剛の新聞紙条例違反は、 「小学校教師にifぐ」 「所謂愛lx]者の狼剃」
「戦争に対する教育者の態度」 (52号、明治38年11月6日)など経済耐ではなく.凱耽癖であったことは柁目
にあたいする。
27)第23号の「斎藤緑雨氏逝く」のなかの一節を以下に掲げる。 「氏は伊勢津の人、東京に長ず、初め銀行員
となり後文界に入り、批評家、創作家として、奇警の想を構へ鋭利の筆を碓ひ、紅露諸家と並v;oて久し
く明治文壇の-異彩たりき、面も性硝介萄くも合はず、諸種の新聞雑誌に従事せLも某所を得る能はず骨
久しからずして去れり、数年前肺患に雁り-たび豆相の間に遊びLが去年春敬を求めて帰京せLも志を得
ず貧と病と供に甚しく終に随巷に窮死せり、年三十九」O
i-i畠己
本論は日本大学文理学部大学院特別講義「斎藤緑雨と日露戦争- r平民新剛　との関わりを中心に-」
(2004年9月30日、午後2時40分～5時50分)を基に成稿したものである。授業を熱心に聴講し、また有益
な質問をして下さった院生の皆さんにこの場を借りてお礼申上げたい0
なお引用は原則的に初出コピー等によるが、表記等は適宜改めている。
